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（
 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。
 
き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

ょかわら 

わたく したちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

トげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

昭和61年 

No.62 8 ＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

「
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
発
足
を
祝
う
 

峨
【
 

f
合
唱
の
街
め
ざ

し
連
盟
結
成
 

市の人口 総数51,652人 （男24,799・女26,853）世帯数14,977 (10H 31日現在） （毎月2回 1日・15日発行） 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

合
唱
の
街
、
音
楽
の
街
と
し
  

記
念
の
第
一
回
合
唱
祭
が
開
か

て
の
五
所
川
原
を
め
ざ
そ
う
と
  

れ
、

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
約

十
一
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で
  

七
百
人
の
市
民
を
魅
了
し
ま
し

「五
所
川
原
合
唱
連
盟
」
発
足
  

た
。
 

本
市
に
は
、
県
内
外
に
名
前
 
今

後
も
た
く
さ
ん
の
合
唱
ク
ラ

の
知
れ
わ
た
っ
た
五
所
川
原
合
 
ブ

に
参
加
を
求
め
て
い
く
ほ
か

唱
団
や
五
所
川
原
マ
マ
コ
ー
ラ
 

中
央
か
ら
著
名
な
指
導
者
を
招

ス
な
ど
多
く
の
合
唱
団
が
あ
り
、
 
い
て
講
習
会
を
開
く
な
ど
活
発
 

の
連
盟
が
必
要
」
と
い
う

声
が
関
係
者
に
高
ま
り
、
 

「
」の
ほ
ど
結
成
に
こ
ぎ
つ

け
た
も
の
。
県
内
で
は
旧

三
市
に
次
ぐ
結
成
で
、
 一

戸
和
久
五
所
高
教
諭
を
理

事
長
に
、
森
田
市
長
ら
を
 

び
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
、
森
田
市
長
は

来
賓
と
し
て
出
席
し
「
活
力
と

う
る
お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
の

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
 

と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
 

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
 

に
連
盟
を
運
営
し
て
い
く
考
え

続
け
て
い
ま
す
が
、
全
市
 
で

す
。
 

ー
的

な
合
唱
の
盛
り
上
が
り
 

こ
の
日
の
結
成
記
念
合
唱
祭

馴
 
は
今
一
つ
で
、
 一
同
に
会
 

は
、
中
央
公
民
館
の
新
し
い
ピ

豊
し

て
演
奏
を
聴
き
合
お
う
 

ァ
ノ
の
披
露
も
兼
ね
、
本
市
出
 

と
し
て
も
、
そ
の
機
会
を
 

身
で
武
蔵
野
音
大
大
学
院
生
の

つ
く
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
 
二
戸
真
木
さ
ん
、
東
京
芸
K
「
一

こ
の
た
め
、
四
、
五
年
 
年
の
二

P
秋
香
さ
ん
姉
妹
に
よ

前
か
ら
「
五
所
川
原
市
の
 

る
連
弾
演
奏
に
続
い
て
、
七
団

合
唱
を
振
興
す
る
た
め
に
 

体
が
次
々
に
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

は
横
の
つ
な
が
り
と
し
て
 

ー
を
披
露
、
大
き
な
拍
手
を
浴
 

顧
間
と
し
て
発
足
。
同
連
 
し

た
。
 

盟
に
は
現
在
、
五
小
、
七

ッ
館
小
、
五

一
中
、
五
所

高
、た
ん
ぽ
ぽ
コ
ー
ラ
ス
、
 

五
所
川
原
マ
マ
コ
ー
ラ
ス
、
 

五
所
川
原
合
唱
団
の
七
団

体
が
加
盟
。同
連
盟
で
は
、
 

ハーモ’ニ＝を披露‘した合唱祭 

阿五朋順市合唱祭兼ヒアノ披露演奏会 



西
北
五
衛
生
処
理
組
合
（
管

理
者
・
森
田
市
長
）
が稲
垣
村

に
建
設
し
た

1西
部
衛
生
セ
ン

タ
ー
」
の
落
成
式
が
十
一
月
十

ニ
日
、
稲
垣
村
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
完
成

を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

式
に
は
森
田
市
長
を
は
じ
め

関
係
町
村
長
、
来
賓
な
ど
合
わ

せ
て
約
百
五
十
人
が
出
席
。
 

森
田
市
長
が
 
「こ
の
施
設
の

完
成
に
よ
り
、
圏
域
内
の
各
家

庭
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

可
燃
性
ご
み
は
す
べ
て
処
理
す
 

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
住
民
の

生
活
向
上
に
大
き
く
貢
献
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
高
瀬
の
中

央
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
に
加
え
、
年
々
ご

み
量
が
増
加
し
処
理
能
力
が
そ

れ
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
昭
和
五
十
九
年
に
建

設
工
事
に
着
工
。
ま
た
、
そ
の

建
設
地
と
し
て
は
、
同
組
合
の

管
内
が
広
範
な
こ
と
か
ら効
率

的
な
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
と
 

稲
垣
村
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
部
鉄
骨
造
り
 

（地
上
四
階
、
地
下
一
階
）
延

べ
面
積
約
二
千
九
百
平
方
H
、
 

工
事
費
十
三
億
八
千
四
百
六
＋

万
円
。
焼
却
炉
は
、
准
連
続
燃

焼
式
で
一
日
当た
り
の
処
理
能

力
は
百
ト
ン
で
す
0
 

こ
の
施
設
は
煤
煙
、
悪
臭
、
 

汚
水
な
ど
の
公
害
防
止
に
万
全

を
期
し
、
最
新
の
設
備
を
導
入

し
た
近
代
的
な
も
の
で
あ
り
、
 

こ
の
完
成
は
、
 

一
 

衛
生
行
政
の
大

き
な
前
進
と
な

り
ま
し
た
。
 

、／、J、ハハ／、～vv、ヘメ‘、パ／、八／vv~．j、．ハ‘『マ、Iv、ハハハ～v、‘ノり、I、．ヘ・‘．~～~～、~．rマ、．.r’い、ノソvv、．rン‘ン“～、J・、／・‘~．J、”・一一 

鷺 
、 ~ J 

謡 

恥懸
」
師
 

こみ量の増大と多様化に 
酪 
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（第628号） ② 広報ごしょがわら 昭和61年（1986年）12月 1日 

西
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
 

数
多
く
の
優
れ
た
点
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら

ニ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
 

中
央
制
御
室
 

（
ワ
ンル

ー
ム
コ
ン
ト

口
ー
ル
シ
ス
テ
ム
）
 

各
処
理
工
程
の
運
転
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
中
央
制
御

室
で
集
中
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
や
場

内
に
設
置
し
た
監
視
用
カ
メ

ラ
か
ら
の
映
像
を
モ
ニ
タ

ー
 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
機
器

の
運
転
状
況
が
一
目
でわ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

運
転
操
作
は
テ
レ
ビ
画
面
に

よ
り
、
最
新
の
情
報
を
取
り

入
れ
て
運
転
管
理
し
て
い
ま

す
。
 

薄9IJ御室 



第628号） 広報こ‘、しょがわら ③昭和61年（1986年）12月 1日 

又にく 

り響 
待望の 

市
と
市
民
保
健
協

議
会

（川
村
礼
一
郎

会
長
）
が
先
に
行
っ

た
「
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
作
品
展
」
の

入
賞
者
が
決
ま
り
、
 

十
一
月
六
日
に
働
く

婦
人
の
家
に
お
い
て

そ
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
 

表
彰
式
に
は
森
田

市
長
を
は
じ
め
対
馬

昭
幸
同
協
議
会副
会
 

長
、
入
賞
し
た
小
・

中
学
生
な
ど
約
四
十
 

 

灸目日罵 
目彰畿号旧る 

 

住みよい環境づくり作品展 

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
タ
ン

ス
や
畳
な
ど
の
可
燃
性
粗
大

ご
み
の
破
砕
機
を
備
え
て
い

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
ご
み
を
処
理

し
た
い
人
は
、
直
接
セ
ン
タ
 

ー
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
 

o 

鷲 

、 ’ ~ 

IIさノ’/. 

、、 

‘． 

’、 

ノ 

中
今
後
の
課

題
と
し

て
 

「g
 

高
瀬
の

処
理
場
の

移
転
新
築
 

老朽化が著しい高瀬の中央衛生
センター 

v、・～~～一一～~v、ン“しヘノ～~~’、“’、~’い、／、プ”いり、ヘブ‘、,ー二 

尚
瀬
に
あ
る
中
央
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
し
尿
処
理
施
設
は
、
昭

和
三
十
九
年
に
操
業
開
始
以
来
、
 

す
で
に
二
十
二
年
余
を
経
過
し

て
お
り
、
処
理
能
力
は
当
初
の

七
十
ニ
キ
ロ
”」
／
日
か
ら約
六

十
キ
ロ
認
／
日
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
 

ま
た
、
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て
も
す
で
に十
七
年
余
を
経

過
し
、
こ
れ
ら
両
施
設
は
、
い

ず
れ
も
老
朽
化
が
著
し
く
年
々

維
持
補
修
費
が
か
さ
ん
で
き
て
 

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
小
学
校
の
部
 

古
川
智
子
（
田川
小
5
 
標
語
）
 

佐
藤
慈
高
（
鶴
ケ
岡
小
3
 
標

語
）
 

下
川
原
千
晶
（栄
小
5
 
作
文
）
 

三
橋
利
也
（
栄
小
5
 
習
字
書

道
）
 

奈
良
綾
子
（
田
川
小
1
 
図
画

ポ
ス
タ
ー
）
 

◇
中
学
校
の
部
 

櫛
引
理
香
（
五
一
中
1
 
標
語
）
 

辻
村
久
美
子
（
五
一
中
3
 
作
 
 

い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
中
央
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
移
転
新
築
を
今後
の
大

き
な
課
題
と
し
て
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。
 

文
）
 

岡
田
一
也
（五
四
中
3
 
作
文
）
 

小
山
内
美
幸
（
五
三
中
1
 
習

字
書
道
）
 

磯
野
洋
久
（
五
一
中
2
 
図
画

ポ
ス
タ
ー
）
 

平
山
恵
子
（
五
三
中
3
 
図
画
 

ポ
ス
タ
ー
）
 

タ
ン
ス
、
畳
な

と
の
可
燃
性
粗

大
ご
み
も
処
理

で
き
ま
す
。
 

歳
末
 

た
す
け

あ
い
 

運
動
 

夜
月
1
日
、
3
1日
）
 

目邸目臼包ンり＝ 

稲垣村大字繁田 

'⑩2141番 



誘致企業 
も初参加 

農
産
  加
工

3
地
区
か
ら
出
品
 

高
ま
る
商
品
化
へ

の
期
待
 

市
、
市
内
三
農
協
、
農
業
青

矢

「
議
な
どが
主
催
の
「
第
三

回
五
所
川
原
市
農
業
ま
つ
り
」
 

が
十

一
月
十
五
、十
六
の
両
日
、
 

市
民
体
育
館
で
開
か
れ
、
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
森
田

市
長
が
「
農
業
の
振
興
こ
そ
常

に
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
の

農
業
ま
つ
り
の
開催
を
契
機
に
 

一
層
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き

続
き
、
北
地
方
農
林
事
務
所
長

代
理
の
二
月
吉
治
次
長
と
川
浪

直
治
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の

こ
と
ぱ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
会
場
で
は
、
昨
年
初

め
て
販
売
し
好
評
を
得
た
 
「五

所
川
原
牛
肉
」
 
の即
売
、
農
産

物
加
工
品
即
売
、
農
林
産
物
等
 

の
共
進
会
と
直
売
市
、
西
北
五

観
光
物
産
展
、
農
業
セ
ン
タ

ー
 

試
験
作
物
展
、
リ
フ
オ
ー
ム
展

な
ど
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
食
生

活
改
善
コ
ー
ナ
ー
、
米
を
使
っ

た
料
理
展
、
健
康
相
談
な
ど
の

各
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
 

ま
た
初
日
の
午
後
に
は
、
五

所
川
原
り
ん
ご
の
消
費
拡
大
の
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（第628号） 広報ごしよがわら 

～鵬垂園震’瞬蒙田割鵬 

、
 

,
 

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
し
て
活
躍
し

て
も
ら
う
「
ミ
ス
り
ん
ご
娘
コ

ン
テ
ス
ト
」
も
行
わ
れ
、和
や

か
な
う
ち
に
も
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
出
場
者
十
一
人
の
中
か

ら
ミ
ス
に
今
サ
ツ
エ
さ
ん
（飯

詰
 
地
方
公
務
員
）
、準
ミ
ス
に

工
藤
則
子
さ
ん
（
広
田
 
会
社

員
）
と
太
田
富
喜
子
さ
ん
（
毘

沙
門
 
会
社
員
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
 

今
回
の
農
業
ま
つ
り
で
は
、
 

農
産
物
加
工
品
の
出
品
が
、昨

年
毘
沙
門
地
区
の
み
で
あ
っ
た

も
の
が
、
今
回
は
そ
れ
に
加
え

俵
元
、
小
曲
の
各
地
区
か
ら
も
 

な
さ
れ
ま
し
た
。
り
ん
ご
ジ
ュ
 

ー
ス
、
み
そ
、
納
豆
、
米
菓
子

な
ど
の
製
品
づ
く
り
が
軌
道
に

乗
っ
て
き
て
お
り
、
商
品
化
へ

の
期
待
が
一
層
高
ま
っ
た
と
い

え
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
市
の
誘
致
企
業
で

あ
る
「青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
脚
」
 

が
初
参
加
、
自
社
の
製
品
の
ハ
 

ー
フ
コ
ー
ト
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
ジ

ヤ
ケ
ッ
ト
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど

を
展
示
即
売
し
好
評
を
博
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
金
木
営
林
署
コ
ー
ナ
 

ー
も
初
め
て
設
け
ら
れた
ほ
か
、
 

市
内
の
小
学
生
か
ら
応
募
の
あ
 

っ
た
農
業
に
つ
い
て
の
図
画
、
 

習
字
五
百
二
十
点
も
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
 

農
業
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
 

優
良
な
農
林
産
物
等
の
出
品
者

に
対
す
る
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
果
樹
 
石
岡
誠
「
（
野
里

り
ん
ご
）
 

◇
野
菜
 
安
田
正
子
（
野里

い
ち
ご
）
 

エ
藤
 
潔
（
浅
井
 
ね
ぎ
）
 

◇
花
奔
 
越
谷
正
博
（
飯
詰
 

き
く
）
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

\
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

》
 

一
 
」盤
加
紗
昨
ダ
繕
フ
 

（
 
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
佐
藤
 

（
佐
太
館
長
）
の
利
用
者
が
一
年
 

）
 
間を
通
し
て
学
ん
で
き
た
趣
味
 

》
や
教
養
の
発
表
の
場
で
あ
る

＼
 
「第
八
回
ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
 

（
バ
ル
」
が
十

一
月
十
五
、
十
六
 

（
の
両
日
、
同
ホ
ー
ム
で
開
か
れ
 

）
多
く
の
若
者
達
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

》
今
回
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
も
、
そ

一
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
 
「ワ
ン
ダ
フ
 

ー
 ル

・
フ
レ
ン
ズ
（す
ば
ら
し
き
 

（
仲
間
達
）
」
。
 

「
 
初
日
は
午
後
六
時
三
十
分
か
 

羅
藤
 

ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者

で
あ
る
菊
栄
会
（ホ
ー
ム
利
用

者
の
会
）
会
長
の
倉
光
秀
彰
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
後
、
来
賓
の
森

田
市
長
と
ホ
ー
ム
運
営
委員
の

長
沢
四
郎
さ
ん
ら
がお
祝
い
の

こ
と
ば
を
述
ベ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
 

こ
の
後
、
吹
奏
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
な
ど
が
、
ま
た
翌
十
六
日

は
各
教
室
や
サ
ー
ク
ル
の
作
品

展
示
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
 

組
ひ
も
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

若
者
達
は
一
一

日
間
に
わ
た
っ

て
お
互
い
の
成

果
を
披
露
し
合

い
な
が
ら
楽
し

く
過
ご
し
、
十

周
年
の
節
目
を

祝
う
と
と
も
に

新
た
な
飛
躍
を

誓
い
合
い
ま
し

た
o
 

⑤昭和61年（1986年）12月 1日 
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五
所
川
原
市
の
財
政
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
長
 

森
田
 
稔
夫
 

昭和61年度一般会計歳入歳出予算執行状況
歳入歳出予算額 12,726,626千円 

■は、収入率または支出率をあらわす。 

歳
額

率
 

％
m
」
 

 

人
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45
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示
 

・
  

3
,3

%
 

%
5.9
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%
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一
 

収
 
％

卿
目
 

入
 

議

口
  

1  

億
円

3
5
.
3
4
-
3
3
-
3
2
-
3
1
-
3
0
-
2
0
-
2
82
7
-
2
6
-
2
5
-
2
4
-
2
3
-
2
2
-
2
1
-
2
0
-
1
9
-
1
81
7
-
1
6
-
1
5
-
1
4
-
1
3
-
1
2
-
1
1
-
1
0
-
9
-8
-7
.
.
6
-5
-い
十

2
-
 

 

% 

45.3 

I 
- 
■ ー 

% 45/i22 

IIII 

そ  

支出済額

支出率 

418 

一％ 

歳 

5 

42 

% 

.7i1Ii ,47 

出 

,430 

.7 

.i1 

% 

.9 

,915 

%48 

千円 

地
 
方
 交
 
付
 
税

地
 
方
 
譲
 
与
 税

使
用
料
及
び
手
数
料

農
林
水

産
業

費

分
担
金
及
び
負
担
金

財

産
収
入
 

ほ
か

災
害

復
旧
費

ほ
か

県
 
支
 

出
 
金

国
庫
 
支
 
出
 
金

諸
 
収
 
入
 

 

L
 

木
 

費

商
 
工
 

費

民
 
生
 
費

総
 
務
 
費

公
 

債
 
費

衛
 
生
 
費

教
 
育
 
費

消
 
防
 

費
 

市
 
債
 
市
 
税
 

昭和60年度一般会計決算状況（見込み） 

こ
の
 
「五
所
川
原
市
の
財
政
」
 
は
、市
の
財
政
が
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

今
回
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
予
算
の
執
行
状
況
と
昭
和
六
十

年
度
決
算
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
 

市
の
財
政
状
況

昭
和
6
1年9
月
3
0日現
在
）(
 

（単位：千円．%) 

歳 人 区 分 収入済額 構成比 歳 出 区 分 支出済額 構成比 
!
＋

ー
 

《
1
・
 

末ー
 
口

兄
  

1
 

【
  

3,229,201 24.9 1 議 会 費 143,300 1.1 

2 地 方 譲 与 税 103,242 a8 2 総 務 費 1,604,400 12.4 

3 自動車取得税交付金 60,028 0.5 3 民 生 費 3,063,463 23.7 

4 地 方 交 付 税 3,516,229 27.1 4 衛 生 費 849,877 6.6 

5 交通安全対策特別交付金 11,256 0.1 5 労 働 費 94,399 0.7 
6 分担金及び負担金 365,059 2.8 6 農 林 水 産 業 費 946,478 7.3 

7 使用料及び手数料 236,120 1.8 7 商 工 費 346,417 2.7 

8 国 庫 支 出 	金 2,639,691 20.4 8 土 木 費 1,943,431 15.1 

9 県 720,325 5.6 9 消 防 費 481,860 3.7 

10 財 	産 	収 	人 100,417 0.8 10 教 育 費 1,941,931 15.1 

11 寄 	附 	金 1,270 0.0 11 災 害 復 「日 費 189,848 1一 5 

12 繰 	入 	金 43,098 0.3 12 公 債 費 1,286,032 10.0 

13 繰 	越 	金 38,086 0.3 13 諸 支 出 金 10,924 a1 

14 諸 	収 	入 856,368 6.6 14 予 備 費 0 
15 市 	 債 1,038,376 8.0 

合 	計 12,958,766 100.0 合
  

12,902,360 100.0 

昭和60年度特別会計決算状況（見込み） （単位：千円．%) 

 

会 	計 	区 	分 収 	人 	済 	額 収入率 支 支出率 

国民健康保険事業勘定特別会計 3,108,664 102. 6 2,955,821 97.5 

高等看護学院特別会計 50,383 94.7 50,383 94.7 

長者森平和公園造成事業特別会計 6,950 105.3 6,580 99.6 

ド 水 道 事 業 特 別 会 計 1,013,747 99.5 1,013.747 99.5 

老 人 保 健 特 別 会 計 1,468,794 99.3 1,479,269 100.0 



たばこ消費税 
350,039 

(177,296 50.7 %) 市民税 

1,485,601 

. (790.050 

12' \ 	53.2%) 
r 総額 
3,400,L 

(1.926,37 
56.6 

（単位】千円 

一
 

川川川川II 昭和62年川川川川川H 

財早色副国国会 

時 昭和62年1月1日 午前11時 

所 市民文化会館 2 階 

費 1,500円 

（巾し込みと同時に納入ください。 

一
一
 

ー
 
レ
レ
レ
 

一
一

一
 
ー
 

日
 
場
 
会
 

一
一
一
 

一
一
 

一
一
一
 

衛生債 	 消防債 110,572  (1.2 %) 
268,962 (2.8 %) 

災害復旧債 
374,250 

(3.9 %) 

総務債 
430,706 
(4.5殉 

農林水産業債 
849,269 
(8.9 %)  

目的別
総額 

9,543,329 
（単位「円〕  

土木債 

4,960,965 
(52.0 %) 

民生債 77,438 (0.8%) 

0
J
 

債

0
66

・
 

育
乙

2
1
 

教
 
く
 

0
 

に
J
 

、工
ノ
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―般会計現債額 

青森県市町村職員共済組合 
114,825 (1.2 %) 

日本損害保険協会ほか 
190,177 (2.0 %) 

市町村振興協会 
120,229 (1.3%) 

昭和61年度特別会計予算執行状況 
（単位：Hり．％ノ 

会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険 
事業勘定特別会計 

2,941,414 1,235,093 42.0 1,162,148 39.5 

高等看護学院 
特別会計 

44,510 2.402 5.4 19,607 44.1 

長者森平和公園 
造成事業特別会計 

3,765 3.504 93.1 993 26 一 4 

下
ー
 

水
 
道
 
事
 

業
特
 

ロ
』
リ
 
へ

ム
 

計
  

1,013,014 236,144 23.3 318,907 31一 5 

老人保健特別会計 1,514,650 681,040 45.0 706,701 46.7 

農業集落排水事業 
特別会計 

145,209 0 35,222 24.3 

」
一
 

 ー
 

日

H
  
ー
 
水
 

豊
未
ノAパ
 

道
特
 
事
別
 

。
p
 

十
  

48.100 0 0 

青森県 

186.455 (2.0 %) 

中小企業退職共済 
事業団 

210,750 (2.2 %) 

昭和61年度市税の状況 

 

都市計画税 
105,021 (55,807 53.' %) 

 

軽自動車税ほか 28,191 

(30,926 109.7 %) 

    

 

電気・ガス税 
141,676 

(70,155 49.5 %) 

  

    

固
 

つ
一
 

9
96
2
 

c'
4
 

、五
 
，4
 

禾

0
1→
 

,
E
O
J
 
・
 

『
りた
n‘
 り
］
 

自
，

0
 

、「
．1
8
 

注
 
O
書
は
、
収
入
済
額
及
び
収
入
率
で
す
o
 

、
 

m川
難
喜
i
i
m
m

嚢
「
津川
川
 

D申し込み締切 12月20日（土） 

レ申し込み先 市管理課又は五所川原商 

工会議所 

主 催 五所川原市・五所川原商工会 

議所・市内農業協同組合懇談会 

偏

mi
i
「i
i
「
「論

m灘
量

m
m霧「
一
川川
達喜
一
一
一

m川
達
喜
川
川
“嚢
崩
川
」
一
難
漏

m「
難
嚢m
m灘
童
「m川
撒
難
浦
理
郵（
 

‘ ミ 詳しいことは、市立高等看護学院（か凹2715番 布屋 曹 

薫  ミ町41番地）教務にお間い合わせください。 	 ミ 
…’  -45m;；ソノりzm多ンrコ’mzJフン勿ノ‘ごン勿zごンノ勿‘ごンノ勿ク雰ア勿yビごア勿ノ‘ごアり勿町ご’ノ2り』 

ミ H口IrHUL一又 、三」L5 t-4- --こミ- 荒 g』ヲミ 
ミ 	 ー m」LI苦】寺有 h受子ニ pjtー ミ~ 
ミン募集人員 40人 	 ミ 
ミ レ修業年限 3年（ただし、第 3学年は臨床実習とします。）喬

ミら入学資格 准看護婦（士）で次のいずれかに該当する人 ミ

ミ①免許取得後、 3年以上看護業務に従事した人（昭和62 喬 

ミ 年3月で 3年就業終了見込みの人を含む） 	 ミ 

ミり高等学校卒業者（昭ネ062年 3 月卒業見込みの人を含む。）喬

ミ③高等学校衛生看護科卒業者（昭ネ1162年 3月卒業見込み ミ 

喬 の人を含む。） 	 g 
ミ ン願書受付期間 12月 1日～昭和62年 1月17日 	ミ 

g ン願書受付場所 市立高等看護学院 	 曹 

ミ ン試験期日 昭和62年 2 月 6日（村 	 ミ 

ミ ン試験場所 市立高等看護学院 	 曹 

ミ レ試験科目 国語、社会、看護一般、作文、面接 	§ 

ミ、一一 ー 一 	
一市立高等看護学院・ 

~II漏議論商 12月1日～昭和62年1月17日 	ミ 

曹 g ン願書受付場所 市立高等看護学院 	 曹 

It' ミ ン試験期日 昭和62年 2 月 6日（村 	 ミ 

霧 ミ ン試験場所 市立高等看護学院 	 曹 

曹 ミ レ試験科目 国語、社会、看護一般、作冬、面接 	ミ 

I 昭和62年度国圏尋緯寡編 Iご’yHUui2 J 篇’鴛麓二笛登答γ一ごミ 
m一
 

労働債 
240,850 (2.5 %) 減収補てん債 169,808 (1.8 %) 
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日3和βノ年度行J父を国む度、 

た
ば
こ
は
、
 

市
内
か
ら
買
い
ま
し
よ
う
 

マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
 
箱
 二
一
二〇
円
）
に

つ
き
、
四
一
円
四
〇
銭
が
た
ば
こ
消
費
税

レし
し
て
 
市の
収
人
に
な
り
ま
す
。
 

!
 

~ 12月は ~ 

~市県民税~ 

~ 	第4期~ 

~健康保険税~ 

~ 	第6期~ 

~の納期です ~ 

izノノノノノノノソノノノ,ンノノノソノノノノノ製う磐」ノソソンノンI 

技
術
と
技
能
を
兼
ね
備
え
た
 
実

践
技
術
者
の
養
成
校
と
し
て
 

ー
戸
）
慧
鷲
纏
繰
 

見
一
「●
 
六
十
三
人
）
で十
一
月
十
六
日
、
 

『‘
眼
”
准
一
一
 初
の
学
園
祭
が
開
か
れ
、
各
地
 

I
，

も
．剃
《
 
か
ら
多
く
の
人
々
が
見
学
に
訪
 

．
 
廷
件

一
 
学

園
祭
の
テ
ー
マ
は
 
「ロ
ン
 

【

g
垂
〈
 
グ
ラ
ン
、
第
一
歩

、
一
。
こ
の
 

，
一
 
一
 

学
園
祭
を
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
と
 

ー
i
i・l
n
『
‘
門
雄
 
し
、

同
短
大
が
永
く
発
展
を
続
 

」．
ー
叫
議

《

‘
 

け
伝
統
が
築
か
れ
る
よ
う
に
と
 

I 

,縁姦熱 ■ 
波【
理『 

れ

まし

た。 

入る 

) 

」
 

学
校
施
設
の

整
備
は
全
力
で
取
り
組
む
 
学

校
図

書
の

購
入
に

と
2
0万
円
 

市

連

P
行

政
を

囲
む

会
 

ー
ー
ー

ー
ト
 

r
 

・
ユ
藤
。い
ン
哨
英
喰
 

難‘難澱瀞鋸 

市
連
合
P
T
A
（斎
藤
千
秋

会
長
）
主
催
の
 
「第六
回
行
政

を
囲
む
会
」
が
十
一
月
四
日
‘
 

レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
開
かれ
 
 

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
連
合
P
 

T
A
が
教
育
上
の
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
市
と
話
し
合
い
、
理

解
を
深
め
合
お
う
と
い
う
も
の

で
、
市
連
P
か
ら

斎
藤
会
長
は
じ
め

役
員
、
各
小
中
学

校
長
な
ど
、
市
か

ら
森
田
市
長
、
高

橋
教
育
委
員
長
、
 

逆
瀬
川
総
務
部
長
、
 

三
浦
財
政
部
長
、
 

山
田
建
設
部
長
な

ど
合
わ
せ
て
約
百

人
が
出
席
し
ま
し

た
。
 

同
会
で
は
、
斎

藤
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
森
田

市
長
が
、
 「ま
ち
 
 

づ
く
り
の
根
幹
は
人
づく
り
、
 

す
な
わ
ち
教
育
に
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
基
礎
と
な
る
学
校
施
設
と

市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
は
、
厳
し
い
財
政

下
に
あ
っ
て
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さつ
。
 

そ
の
後
、
市
連
P
の
上
見
金

一
教育
振
興
委
員
長
、
山
形
斉

研
修
委
員
長
、
太
田
龍

一
生活

環
境
委
員
長
、
田
附
憲
子
母
親

委
員
長
、
太
田
雅
夫
総
務
委
員

長
の
五
人
が
教
育
、
文
化
、
生

活
環
境
な
ど
教
育
全
般
に
わ
た

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
や
要

望
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
市
で
は
今
後

の
対
応
策
や
将
来
の
見
通
し
な

ど
を
述
べ
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
合
い
ま
し
た
。
 
 

青
森
市
の
工
藤
パ
ン
育
英
会

（
工藤
巌
理
事
長
）
で
は
十
一

月
十
一
日
、学
校
図
書
の
購
入
 
 

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
市
に

二
十
万
円
（
一
校
に
つ
き
十
万

円
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
育
英
会
は
今
年
四
月
、
学

業
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
経
済
的

な
事
情
で
就
学
困
難
な
人
を
援

助
し
社
会
に
有
用
な
人
を
育
て

よ
う
と
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
 

こ
の
た
び
の
寄
付
は
本
年
度
の

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
。
 

こ
の
日
は
、株
式
会
社
工
藤

パ
ン
の
松
尾
兼
義
常
務
取
締
役

と
小
野
雄
蔵
同
育
英
会
理
事
が
 
 

市
役
所
を
訪
れ
、
森
田
市
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
森
田
市
長
は
、「あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
の
振
興
に

十
分
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
札
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
五
一
中
と

五
四
中
の
図
書
購
入
費
に
ふ
り

向
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

同
育
英
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
に
も

同
じ
く
十
万
円
を
寄
付
さ
れま

し
た
。
 

い
う
学
生
達
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

同
短
大
は
電
子
、金
属
成
形
、
 

建
築
設
備
、
生
産
機
械
の
四
学

科
を
有
し
て
お
り
、こ
の
日
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
科
が
最
先
端
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
、
広
く
一
般
の

人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
展
示
紹

介
。
ま
た
、
軽
音
楽
コ
ン
サ

ー
 

ト
、
映
画
上
映
な
ど
も
行
わ
れ

た
ほ
か
食
堂
、
出
店
、
喫
茶
店

も
開
か
れ
ま
し
た
。
 

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を

一
般
公
開
 

青

森
職
訓
短

大
で

初
の

学
東
祭
 



隻藤五所JI嘱裂夏局「 

讐選釜難 

広報ごしょがわら 	 （第628号） ⑨昭和61年（1986年）12月 1日 

消
火

器
の
操

作
方
法
を

学
ぶ
 

第
ー
回
防

火
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
 

回
目
罵
助
・
 

田
圏
財
E
国
闘
畿
 

ケ
ー
ト
ポ
ー
 

ル
を
通
し
て
、
 

市
民
に
防
火
を

呼
び
か
け
よ
う

と
十
一
月
五
日
、
 

市
庁
舎
裏
の
市

営
ゲ
ー
ト
ボ

ー
 

ル
場
で
 
「第

一

回
防
火
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
 

が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
 

五
所
川
原
地
域

防
災
協
会

（
飛

嶋
圭
央
会
長
）
 

と
五
所
川
原
地

区
消
防
事
務
組

合
が
主
催
し
た
 
 

も
の
で
、
市
内
各
地
区
か
ら
一

十
九
チ
ー
ム
、
約
百
八
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
大
会
長
で
あ

る
飛
嶋
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
 

来
賓
と
し
て
森
田
市
長
が
「
本

市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
み
な

さ
ん
の
熱
意
に
よ
っ
て
す
ば
ら

し
い
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
熱
意
を
五
所
川
原
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
お貸
し
く
だ

さ
い
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
消
防
本
部
職
員

が
消
火
器
の
操
作
方
法
に
つ
い

て
説
明
。
そ
の
方
法
は
、
①
消

火
器
を
現
場
（
火
源
ま
で
の
距

離
一
一一
、
七M
）
に
持
っ
て
行
く
 
 

／
ロ
消
火器
の
安
全
ピ
ン
を
抜
く

③
ノ
ズ
ル

（放
射
ロ
）
の
先
端

を
持
っ
④
取
手
を
握
る
⑤
火
源

め
が
け
て
放
射
す
る
。
こ
の
説

明
に
基
づ
き
、
参
加
者
の
中
か

ら
五
人
が
実
際
に
消
火
器
を
手

に
し
て
消
火
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
 

こ
の
あ
と
競
技
が
行
わ
れ
、
 

約
四
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

①
柏
原
町
チ
ー
ム
 
②
錦
町
チ
 

ー
ム
 
③
あ
す
な
ろ
チ
ー
ム
、
 

水
野
尾
A
チ

ー
ム
 

雌
 

市
役
所
は
こ
の
ほ
ど
、
郵
政

省
か
ら
貯
蓄
の
奨
励
を
図
っ
た

団
体
と
し
て
感
謝
状
を
受
け
ま
 
 

し
た
。
 

感
謝
状
は
十
一
月
十
日
、
五

所
川
原
郵
便
局
の
佐
藤
贋
局
長
 

が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

三
浦
新
一
財
政
部
長

と
小
野
要

一
財
政
課

長
立
合
い
の
も
と
に

逆
瀬
川
清
巳
総
務
部

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
ほ
か
市
役
所

は
、
市
広
報
紙
で
の

協
力
と
職
員
の
簡
易

保
険
加
入
協
力
で
東

北
郵
政
局
長
表
彰
も
 

受
ナま
し席
 

、
小
型
動
ガポ
ン
プ
付
水
槽
車
配
備
 

寿
」い・
雄
」
 

水
利
の
便
の
悪
い

所
で
威

＋
 

小
型
ポ
、
乙プ
積
載
車
を
配
備
、
消
防
屯
所
も
落
成
 

ー

消
防

団
第

2
分
団

ー
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合

（管
理
者

・
森
田
市
長
）
で

は
こ
の
ほ
ど
、
小
型
動
カ
ポ
ン

プ
付
水
槽
単

（二
千
二
百
六
十

万
円
相
当
）
を
購
入
、
五
所
川

原
消
防
署
に
配
備
し
ま
し
た
。
 

同
車
は
、
キ
ャ
ブ
オ
ー
バ

ー
 

型
三
人
乗
り
で
、
 一
万1
2と
い

う
大
量
の
水
を
積
載
す
る
こ
と

か
ら
、
水
利
の
便
の
悪
い
所
で

の
火
災
な
ど
に
は
特
に
大
き
な

威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
 

‘・
古…
マ
』I
 

『
か憲

・
 

多
マ
」
 

ン
奪
％.

 

ま
た
、
同
車
の
水
槽
と
配
管

を
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
し
て
い
る

た
め
、
災
害
時
の
水
の
補
給
な

ど
に
も
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
市
消
防

団
第
二
分
団
（藤
田
清
治
分
団

長
）
の
第
一
部
（七
ッ
館
）
に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車

を
配
備
し
ま
し
た
。
こ
の
積
載

車
は
、
ダ
ブ
ル
キ
ャ
プ
七
人
乗
 
 

り
で
価
格
は
約
一
一
一
百
万
円
で
す
。
 

ま
た
、
同
積
載
車
を
格
納
す

る
消
防
屯
所
も
こ
の
ほ
ど
完
成
。
 

同
屯
所
は
、
面
積
約
二
十
三
平

方
）川
、木
造
平
屋
建
て
、
工
事

費
約
百
五
十
万
円
で
す
。
 

十
一
月
八
日
に
は
、
同
地
区

の
主
催
で
積
載
車
の
入
魂
式
と

新
屯
所
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
 

こ
れ
に
森
田
市
長
、
黒
石
消
防

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
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痕
加
審
り
〇
ひ
琶
り
ぐ
昌
レ
⑩
伸
当
葛
暑

励
霧
す
 
市

眠
選
糧
集
漕
戸

、
し
・

ミ
ー

f
ー
 

て
く
ー
 
く
く
ー

く
く

市
春
遠
加
が
鍬
誇
問
 
県

下
短
歌
大
会
開
か
れ
る
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統
計
教
育
の
成
果
を
披
露
  
松
野
木
小
で
自
主
公
開
研
究
会
開
く
 

県
の
統
計
教育
研
究
校
に
指

定
さ
れ
て
い
る
松
野
木
小
学
校
 

（
太
田正
己
校
長
 
児
童
数
四

十
六
人
）
で
十
一
月
六
日
、
自

主
公
開
研
究
会
が
開
か
れ
、
西

北
五
か
ら
関
係
者
約
百
人
が
参

加
し
、
同
校
の
統
計
教
育
を
詳

細
に
見
学
し
ま
し
た
。
 

統
計
教
育
研
究
校
の
指
定
期

間
は
三
年
で
、
同
校
は
五
十
九

年
度
に
指
定
を
受
け
今
年
が
最

終
年
度
。
初
年
度
の
五
月
か
ら

は
、
校
内
は
だ
し
歩
き
と
青
竹

踏
み
を
取
り
入
れ
、
肩
平
足
 

（
へん
ぺ
い
そ
く
）
児
童
や
風

邪
に
よ
る
欠
席
児
童
の
減
少
に
 
 

著
し
い
実
践
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
十
一
月
に

本
市
で
開
か
れ
た
「
第
二
十
四

回
青
森
県
統
計
大
会
」
で
は
、
 

六
年
生
の
長
尾
秀
斉
君
ら
六
人

が
 
「未
来
に
は
ば
た
く
五
所
川

原
ー
西
北
の
中
心都
市
」
と
題

し
て
研
究
発
表を
行
い
、
そ
の

詳
細
な
調
査
は
出
席
者
に
感
銘

を
与
え
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
校
は
指

定
校
と
し
て
数
々
の
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。
 

「ね
ら
い
を
持
っ
て
意
欲
的

に
取
り
組
む
子
ど
も
の
育
成
」
 

を
主
題
と
し
た
こ
の
日
の
研
究
 
 

会
は
、
全
学
年
の
公
開
授
業
で

始
ま
り
、
研
究
経
過
報
告
、
児

童
発
表
、
分
科
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
通
し

て
同
校
の
学
習
活
動
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
同
校
が
取

り
組
ん
だ
の
が
授
業
の
改
善
。
 

低
学
年
時
に
は
良
く
発
言
し
て

い
た
児
童
も
、高
学
年
に
進
む

に
従
っ
て
そ
れ
が
少
な
く
な
る

傾
向
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
プ
」
 

れ
を
逆
転
さ
せ
、
高
学
年
に
な

る
ほ
ど
児
童
が
自
主
的
に
学
ぶ

よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
統
計
を

活
用
し
た
教
育
を
通
し
て
種
極

的
な
学
習
の
実
践
を
行
っ
て
き
 
 

ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
児
童
の
物
事
に

対
す
る
見
方
も
客
観
的
、
科
学

的
で
、
統
計
の
デ
ー
タ
か
ら
事

実
を
読
み
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 

学
習
活
動
に
大
き
く
役
立
っ
て

い
ま
す
。
 

研
究
会
の
開
会
式
で
は
、
森

田
市
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
 

「小
さ
い
時
か
ら
統
計
に
基
づ

い
た
思
考
が
で
き
る
子
ど
も
達

を
育
て
る
た
め
に
、統
計
教
育

が
ま
す
ま
す
振
興
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
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の
仲
間
を
励
ま
し
て
、
早
く
元
 

気
に
な
っ
て
も

ら
お
う
と
十
一

月
＋
三
日
、
市

老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

（葛
西
専

造
会
長
）
で
は

在
宅
友
愛
訪
間

を
行
い
ま
し
た
。
 

市
内
の
寝
た

き
り
の
在
宅
老
 
 

人
は
四
十
五
人
、
ひ
と
り
暮
ら

し
は
二
百
六
十
九
人
。会
員
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パー
な
ど
合
わ
せ

て
五
十
六
人
が
二
十
班
に
分
か

れ
、
対
象
の
三
百
十
四
世
帯
す

べ
て
を
訪
ね
、
缶
詰
、
お
し
ぼ

り
タ
オ
ル
、
石
け
ん
、
お
菓
子

な
ど
が
入
っ
て
い
る
心
の
こ
も

っ
た
慰
問
袋
を
贈
り
ま
し
た
。
 

市
老
連
で
は
、
五
十
三
年
に

始
め
た
友
愛
訪
間
に
加
え
て
、
 
 三

年
前
か
ら
婦
人
部
や
加
盟
ク

ラ
ブ
単
位
で
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
へ
の
日
常
的
な
奉
仕
活
動
を

始
め
、
在
宅
老
人
福
祉
の
輪
は

少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
錦
町
の
三
上
繁
蔵

さ
ん
（
8
3）
方
に
は
、
葛
西
会

長
、
藤
森
市
福
祉
事
務
所
長
ら

が
訪
れ
、
 「早
く
元
気
に
な
っ

で
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し

た
。
 

五
所
川
原
短
歌
会

（浜
田
ち

か
会
長
）
主
催
の
第
二
十
六
回

県
下
短
歌
大
会
が
十

一
月
十
六

日
、
市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、
西
北

五
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
か
ら

歌
人
約
五
十
人
が
参
加
。
 

大
会
は
「
当
季
雑
詠
」
 
「仕

事
」
の
二
つ
の
宿
題
と
 
「箱
」
 

の
席
題
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
作
歌
に
取
り
組
ん
で
い
 
 

ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
森
田
市
長
は
来
賓
 

と
し
て
出
席
し
、歓
迎
の
こ
と
 

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

①
工
藤
精
一
 
（
鯵ケ
沢
町
）
 

②
浜
田
ち
か

（五
所
川
原
市
）
 

③
番
場
允
映

（同
）
 
④
小
寺

粕
太
郎
（
中
里
町）
 
⑤
成
田

裕
子
（
稲
垣
村
）
 

三上繁蔵さんを励ます

鳶西召長 
尋4 篇 膚， 

r
 

r
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窮炎弐B］同る目罵 
市では、20歳を迎えた人達をお祝いするため 

の成人式を、新年早々に行います。 

対象者には、住民基本台帳に基づき12月初め 

にハガキで通知いたし．ます。 

また、学生や勤務の都合などで市外に住んて、 

おられる ili出身者の参加も歓迎いたします。 ご 

連絡ください。 

ン日時 昭和62年1月 3 日①午前10時 

レ場所 市中央公民館 

レ対象者 昭和41年 4 月 2 日から昭和42年 4 月 

1 日までに生れた人 

レその他 詳しいことは、市教育委員会社会教 

育課（”内線 248番）へ。 

成人式「はたちの主張」 

新しく成人になられた方に日頃感じているこ 

とを述べていただく 「はたちの主張」 発表を予 

定しており、 その発表者を募集します。 ふるっ 

てーご応5募ください。 

レテーマ 成人式を迎えるにあたって感じてい 

ること 

ン発表時間 4~6 分 

D応募資格 新成人（昭和41年 4 月 2 日から昭 

和42年 4 月 1 日までに生れた人） 

）」応募期限 12月10日（丞） 

）間い合わせ先 市教育委員会社会教育課 

(廿内線 248番） 

出轟 jj1 	鶏 
出稼ぎ留守家族の不安解消、出稼労働者の安

全就労の確保と福祉の増進を図るため、出稼ぎ

留守家族による激励訪問を行います。 参加希望

者はごり志募ください。 

レ日時 昭禾日62年 2 月19日から23日まで（ 47白 

5 H) 
レ訪問先 東京都周辺 

レ交通 往復大型バス利用 

D参加対象者 夫が東京都周辺で就労している

出稼者（出稼協会及び事故見舞金加入者）の配

偶者 

レ募集人員 4 メ、 

）経費 市出稼協会で負担します（本人無料）。 

レ申し込み締切 12月25日 

レ申し込み・間い合わせ先 市民課市民相談室 

レ父j皿 イ土f星フぐ型ノ、ス不リI:'ョ 	 三 

D参加対象者 夫が東京都周辺で就労している 三

出稼者（出稼協会及び事故見舞金加入者）の配 言 

偶者 	 三 

レ募集人員 4 人 	 昌 

）経費 市出稼協会で負担します（本人無料）。 三

レ申し込み締切 12月25日 

レ申し込み・間い合わせ先 市民課市民相談室 昌 

市では毎年、文化やスポーツ活動に優秀な成

績をおさめられた方々に対して文化奨励賞やス

ポーツ賞を贈り、その栄誉をたたえています。 

該当する方がありま したら、 ご推せんください。 

）表彰対象 五所川原市民又は本市に所在する

団イ本で、本年 2 月22日から昭和62年 2 月20日ま

での期間中に文化及びスポーツ活動に優秀な成

績をおさめられた方。 又は永年にわたりスポー 

ツ活動、f勃戊に功労のあった方。 

ン推せん様式 市教育委員会にあります。 

ン推せん期限 12月25日困（ただし、推せん書

類提出後に新たに候補者が出た場合は追加推せ

をお願いします） 

レ推せん及び問い合わせ先 市教育委員会社会

教育課（か内線 250番） 

レそのfi旦 表彰式は、 2 月21日①午後 2 時から

市中央公民館で開催の予定です。 

r1II*L LJ"*驚気コ 
レ募集科目 

科 一 
」II受
事 
務 

刷製 
科 版 

印 

製造
科
 
光

学
機
器
 

科
 

目
 

そ 各平斗 1 	0 名 定員 

技能

の訓練 

ワ

ープ

ロ、

事
務
機 

の操

作及び

簿

記等 

練
  

製
本
等
の
技
能
の
訓
 

写
真
植
字
、
印
刷
、
 
 

ン
ズ
の
組
立
て
、
調
 

力
メ
ラ
用
ズ
ー
ム
レ
 

整
等
の
技
能
の
訓
練
 

訓
練
内
容
 

ン募集期間 12月 3 日～昭和62年 2 月28日 

）選考日 昭和62年 3 月 6 日 

詳しいことは、身体障害者職業訓練校（廿01 

72 - ⑩ 6882番 弘前市緑ケ丘1丁目9-1）へ

お問い合わせください。 
(h内線 282番） 昌 

※申し込み者多数の場合は、抽選で決定します。三 

' 
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ごみのこ集積場所こ 

を変更 
12月17日～来年3月引日
冬期間ご協力お願いします 

冬期間の積雪のために、 ごみ収集車の通行

が困難となる次の集積場を中止します。 期間

は、12月17日（加から来年 3 月31日（加までです。 

その地域にお住まいの方は、 ご面倒でも近

くの大通りの集積場を利用してくださるよう

ご協力をお願いします。 

田丁 	名 冬期間収集を中止する場I折 

東 	田丁 全 	田丁 	I勾 

幾 島 町 八木公園の中 

IlI 端 町 
大丸古川裏通り 

食事処弥生前（元菊の湯跡地） 

中平井町 田辺旅館宅通り 

下平井町 

五所川原ラジエータ一店奥通り 

老人ホーム横通り 

小川種店奥通り 

1奏 
宮崎古物店奥通り 

鉄 橋 付 近 

一緑のオーナー募集中ーー林野庁一・ 

D 募集［コ数 'Uコ（ 1口当たり50万P]) 

レ募集期β艮 12月151」締切 

レ現地案内 希望者には随時案内します 

D 申し込み・間い合わせ先 

金木営林署（ ft(5③）3115番） 

→→一→→ー→→ー●→  ‘ 

TI 民年金の保険料は 1 
匝得から控除されま生」 

国民年金の保険半斗は、サラリーマンの年末

調整や自営業者などの確定申告において、「社

会保険米ミわ として！折得総額から控除が受けら

れます。 

控除が受けられるのは、今年の 1月から12 

月までに納めた国民年金保険料全額で、本人

の分はもちろん、家族の分や過年度納付分な

ども該当しますので、忘れないで申告してく

ださし、。 

なお、今年の保険半斗額は、つぎのとおりで’ 

す。． 〇定額保険料額84,120円 

市役所の電話番号は⑩1ln番 

62年保育所入所 

面接調査を行います 
昭和62年 4 月入所希望者（申請書提出済） 

に対する面接調査を行いますので、 日時・会

場を確認の上おn、で・ください。 

なお、 どうしてもこの期間に面接を受けら

れない場合は、 1月12日～31日に直接市福ネ」］: 

事務所児童係へむいでください。 

また、面接には、やむを得ない事情を除し、 

ては、入所申請児童の母がおいでください。 

レ持参するもの 

健康保険証（同居家族全員の） 

＞面接の日程川 

面
接
日
 

一
  

午 後（ 1 時半～ 4 時） 

会 	場 対象保育所 会 	場 対象保育所 

」
」8
ー
 
川
口
印
  

、、、
、
ノ
 
 

'
I
 
ー
  

一
 一
 
一
 

コ
セ
 

ュ
々
ノ
 

T
山
・
 

中川保育園 コミュニテイ

センター三好 

二好保育所
藻川保育園 

“
 
因
 

コミュ二テイ

センタ 長橋 
長橋保育園 

コミュニテイ

七ンター飯詰 

若葉保育園 

たかたて 
保育園 

毘沙門・長富
コミュニテイ
センタ一 

たかたて保育園 

叩
 
困
 

コミュニテイ

センター松島 

津軽野保育園 

コミュニテイ
七ンター七和 七和保育園 

梅沢コミュニ

テイセンター 
梅田保育園 

習
  

コミュニテイ 

センタ一さかえ 

さかえ保育園
広田保育園 

コミュニテイ
センターさかえ 

梅田保育園
なおみ保育園 

即
 
圏
 

市民文化会館 

(2階会議室） 

五所川原保育園
まっしま団地 

保育園 
かまや保育園
新宮団地保育園 

市民文化会館 

(2階会議室） 

第一 
さっき保育園 
さくら保育園 
第ニ 
さっき保育園 

賛珠の銀嶺にいどむ 

# b噂三竺ノ 
D期日 昭和62年 1月10日～ 1月11日 

(17白 2 日） 

レ場所 楚珠少年自然の家 

レ内容 親子でつどい、親睦レクリエーショ

ンやスキーハイキングを行います。 

ン参加できるメ、 

・小学校 3 年」』よ上中学生までとその保護者 

・少年団体とその指導者 

.
 

. 

1月～ 3 月 （月額） 6,740円 > 募集人員 	100人（初心者歓迎） 
4 月～12月 （月額） 7,100円 レ申し込み・間い合わせ先 県立焚珠少年自 

〇付加保険料額 4 ,800円 然の家（か（四）3303番又は電，)33O6番） 
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第
謁

回
人
権
週

間
』
 

み
ち
の

く
有

料
道
路

通
行
料

金
 

改
定
の
お
し

ら
せ
 

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
「
第
三
十
八
回
人
権
週
間
」
 

で
す
。
国
連
で
は
こ
れ
を
記
念

し
、
毎
年
十
二
月
十
日
を
「
人

権
デ

ー
」
 
と
定
め
、わ
が
国
で

は
、
 「人
権
デ

ー
」
 
を最
終
日

と
す
る
一
週
間
を
「人
権
週
間
」
 

と
定
め
て
い
ま
す
。
 

「人
権
週
間
」
 
にあ
た
り
、
 

私
達
一
‘人
ひ
と
り
が
、
人
権
に

つ
い
て
考
え
、明
る
く
豊
か
な

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

お
困
り
の
時
は
、
青
森
地
方
法

務
局
五
所
川
原
支
局

（
。⑩
一
一

ニ
三
〇
番
）ま
た
は
、
お
近
く
 
 

の
人
権
擁
護
委員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
 

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。
 （
敬称
略
）
 

尾
崎
正
雄
 
田
町
 
“⑩
ニ
六

ニ
四
番
 

石
井
福
太
郎
 
鎌
谷
町
 
。⑩
 

「
一
四八
〇
番
 

佐
々
木
初
海
 
吹
畑
 
。
⑩
三

一
七
七
番
 

小
笠
原
徳
一
 
野
里
 
か
⑩
三

〇
六
一
番
 

山
谷
 
清
 
元
町
 
。
⑩
三
〇

三
五
番
 

嶋
口
慶
治
 
上
平
井
町
 
。
⑧

ニ
四
三
O
番
 

木
村
 
資
 
鎌
谷
町
 
。
⑨
ニ

四
九
三
番
 

対
馬
郁
夫
 
松
島
町
 
。
⑩
三

二
一
一
番
 

高
橋
武
一
 
藻
川
 
。
⑩
ニ
九

九
四
番
 

1
2月
6
日
 

」
 

目
田
固
田
助
号
囲
目
 

▽
時
間
 
午
前
＋
時
、
午
後
四
 

寿
 

▽
場
所
 
丸
友
デ
パ
ー
ト
二
階

催
事
場
 

み
ち
の
く
有
料
道
路
の
通
行

料
金
が
十
二
月
一
日
、
午
前
零

時
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
 

新
料
金
は
、
普
通
車
が
八
百

円

（
現行
六
百
円
）
、大
型
車
I
 

が
千
ニ
百
円

（
同
九百
円
）
、大

型
車
n
が
一
一
千
八
百円

（
同一
一

千
百
円
）
、軽
自
動
車
が
六
百
円
 

（
同四
百
円
）
、軽
車
両
が
八
十

円

（同
六
十
円
）
と
な
り
ま
す
。
 

現
在
お
持
ち
の
回
数
券
は
十

一
月
二
十
日
か
ら
来
年
の
二
月

二
十
八
日
ま
で
の
間
、
青
森
県

道
路
公
社
（
。
〇
一
七
七
（
四七
 
 

三
三
こ

ま
た
は
、
み
ち
の
く

有
料
道
路
管
理
事
務
所
（
。
〇

一
七
七
⑩
六二
〇
一
）
で
旧
料

金
相
当
額
分
の
新
料
金
に
よ
る

回
数
券
と
交
換
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
前
記
へ
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
十
二
月
一
日
以
降
、
 

お
手
持
ち
の
回
数
券
で
通
行
さ

れ
る
方
は
、
新
料
金
と
の
差
額

を
料
金
所
で
現
金
で
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。
 

ま
た
今
回
の
料
金
改
定
に
伴
 
 

い
、
回
数
券
の
割
引
率
の
引
き

上
げ
も
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
十

一
回券
（
九
％
割
引
）
に
加
え
、
 

六
十
回
券

（
十
七％
割
引
）
、
 

」
百
五
十
回
券
（
ニ
十
％
割
引
）
 

も
十
一
月
二
十
日
か
ら
発
売
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
 

蕪
 
犠
一
 

五
所
川
原
短
歌
会

い
わ
し
雲
は
ぜ
の
実
摘
み
を
る
指
先
に
秋
逝
く
光
淡

淡
と
差
す
 
鈴

木
 
宗
美

時
雨
降
り
刈
田
の
原
に
晴
き
J
き
る
野
鳥
の
声
は
悲

し
み
に
似
る
 
開
米
 

藤
枝

見
る
人
も
山
車
引
く
人
も
ま
ば
ら
な
り
最
果
て
の
佐

井
の
秋
の
祭
は
 
浜
山
 

て
い

一
基
づ
つ
雑
草
む
し
り
懐
か
し
き
碑
の
歌
よ
め
ぱ
歳

月
お
も
し
 
番

場
 
允
映

か
り
そ
め
に
習
ひ
し
茶
の
湯
生
涯
の
仕
事
と
な
し
て

わ
れ
は
老
い
ゆ
く
 
浜
田
 
ち

か
 

( 

／一ー 	 一  ＼ 

i欲器の悪質販売に 

1\～  注 

主催 西北五f也方視聴覚教育協議会

西北教育事務所 市中央公民館 

最近県内で、消火器の悪質訪問販売

の業者が摘発されました。 その業者の

販売方法は、消防職員らしい服装で× 
あたかも消防署から来たような素振り

で消火器を販売しています。 

消防署では、消火器の委託販売はし

ていません。 最近の火災の状況から、 

消火器は設置すべきであると考えられ

ますが、 その際は、責任ある業者から

購入するようにしてください。 

（五所川原消防本部） 

'16ミリ映写機操作技術1 
講 習 会―」 

レ日時 12月10日（村-11日（木）2 日間 

レ時問 午前 9時30分から午後 4 Ii 
30分まてな 

「＞場所 市中央公民館 

D 受講料 1,500円 

（テキスト代を含む） 

レ修了証 テス ト合格者には修了証 

を交付‘します。 

レ申込み 12月 5 日（金）までに市中央 

公民館（か（③5)6056番）へお申込みくだ 

さし、。 
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医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健康 

教室」 が次の日程で開かれます。 

お気軽においでください。 

今回のテーマは 

「痛みとその治療について」 

健康 

コーナー 
「愛の献血」お願いします 
レ 12月26日 （金） 

午前 10日寺から正午まてな 

末広町 五所川原保健所前 

午後 1時30分から 4時まて、 

上平井町 NTT五所川原電報電話局 

D日時 12月26日（劃 午後 1時 

レ場所 市保健センター 

レ講師 桂 修二先生 

（桂整形外科医院長） 

主催 北五医師会 市民保健協議会 

れ
 
く
 

ミ昌ド多ヲ号目回よ包 g 
市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期発

見、早期治療を目的としたミニドックを実施してー 

います。 対象となる人は積極的に受けるようにし

てください。 

ン実施期間 昭和62年 2 月28日（Dまで。 

ン実施時問 医療機関によって実施時間が違い

ますので’申し込み日寺にお知らせいたします。 

＞受診方法 受診を希望する人は、市衛生課窓

口に保険証を持参のうえ、受診記録票の交付を受

け、希望する医療機関で受診してください。 

レ受診料 1,000円（申し込み時） 

ただし 70歳以上の方、生活保護世帯、市民税非 

~ 課税世帯の方は無料（申し込みの際証明書を提出

してーください）。 

）診査科目 診察、身体測定、心電図、尿検査、 

貧血検査、肝機能検査。 

レ問い合わせ先 市衛生課（内線 272番） 

◇実施医療機関◇ 

小 笠 原 内科医院 白 生 会 胃 腸 病 院 

兼平内科小児科医院 佐 	々 	木 	医 	院 

川崎胃腸科内科医院 佐藤内科小児科医院 

冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

西 北 中 央 病 院 荘 司 内 科 医 院 

木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 森 	田 	診 療 所 

対馬内科小児科医院 三 	好 診 療 所 

中 村 内 科 医 院 森内科小児科医院 

増 	田 	病 	院 江 	渡 	医 	院 

復 	明 	堂 医 院 健生病院五所川原診療所 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健七ンター 

レ受付時間 午後1時～ 1日寺30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオ

ル。 3才児は尿検査も行いますので、当日き

れいに没三った小ビンに尿を入れてもってきて

くださし、。 

※注意 （ユ)6カ月児健康相談の際に、神経

芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付し

ますが、当日つごうで来れない場合は検査セ

ッ トを衛生課窓口にて配付いたしますので× 

6カ月、 7カ月の赤ちゃんは、ぜひおいでく

ださし、。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください 0 

月 	令 対 象 児 期 	Ii 内 	容 

3 か 月 児 S 61q-8 月生 12)1 9 HSk) 健康診査 

6 か 月 児 S 61年 5月生 12月16日伏） 健康相談 

1 	歳 	児 S 60年11月生 12月22日（月） 健康相談 

1歳 6か月児 S 60年 6月生 12月23日吹） 健康診査 

3 	歳 	児 S 58年 7月生 12月18日（オ、l 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線 268 272番） 

ノ＼どうぞ。 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

公35一 2019番 
（救急医療部会） 
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